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区民の皆様には清々しい新春をお迎えのことと心よりお慶
び申し上げます。
日頃から区政と区議会の活動に対し、あたたかいご理解と
ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
昨年を振り返りますと「初の女性首相の誕生」や「日本人
メジャーリーガーの活躍」、「デフリンピックの日本初開
催」などの晴れやかな出来事が話題となりましたが、地震や
台風などの自然災害も、止むことを知らず、私たちの暮らし
に様々な影響を与えました。とりわけ印象に残っていること
は、昨年の「世相を表す漢字」にも選ばれた「熊」による人
的被害が増えたことでありました。木の実等の不作により、
食べ物を求めて人里に出没することが増えたことや人口減少
や高齢化によって里山が消滅し、住宅地との距離が縮まって
容易に入り込める環境になってしまったことなど自然環境と
人間社会の変化が複合的に作用していることが要因と考えら

れているようです。
一方本区においては、百年に一度と呼ばれる整備事業によ
って、目まぐるしく変化している渋谷駅周辺には、その進
捗とともに新たな様相を呈し、新しい価値が共創される拠点
となっていくことには大いに期待しているところです。同時
に、環境や時代の変化に流されることなく、地域ぐるみで防
災意識を高めることや平時から声を掛け合う近隣同士のつな
がりをより一層強化し、地域の絆を大切にすることは、平穏
な暮らしを支える大変重要なことであると「熊」のニュース
を見ながら、改めて思い返したところです。
「温故知新」これからも渋谷区議会は、区民の皆様ととも
に「住み慣れた地域で、誰もが活き活きと暮らせる街」を目
指して、議員一同全力で活動してまいります。
本年が区民の皆様にとりまして、より良い年となりますこ
とを心よりご祈念申し上げ、年頭のご挨拶といたします。

しぶや区議会だよりは点字及びカセットテープでも発行しています。詳しくは区議会事務局調査係までお問い合わせください。



　令和７年第４回定例会は、11月26日から12月10日までの15日間の会
期で開かれました。11月26日から３日間の本会議では初日に３人の議
員が代表として一般質問を行いました。11月27日の本会議では、３人
の議員が代表、４人の議員が個人として一般質問を行いました。

　11月28日の本会議では、４人の議員が個人として一般質問を行った
後、職員の給与に関する条例の一部を改正する条例など条例７件を原
案のとおり可決しました。
　12月10日の本会議では、きれいなまち渋谷をみんなでつくる条例
の一部を改正する条例など条例９件、補正予算２件、工事請負契約１
件、指定管理者の指定５件、損害の賠償１件を原案のとおり可決し、
請願１件を採択、意見書４件を決定しました。また、専決処分の報告
１件を聴取しました。
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渋谷区手数料条例の一部を改正する条例 建築基準法施行令の改正に伴う規定の整備 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例

１　旅費の種類及び内容の見直し
２　旅費の支給対象の見直し	
３　その他規定の整備	
（関係条例）	 ・渋谷区附属機関の構成員の報酬及び費用弁償に関する条例	
	 ・渋谷区の機関の要求により出頭した者及び公聴会に参加した者
	 　の実費弁償に関する条例
	 ・非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例
	 ・渋谷区建築審査会条例
	 ・渋谷区選挙長等の報酬及び費用弁償に関する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

渋谷区立社会教育館条例の一部を改正する条例 幡ヶ谷社会教育館の廃止 ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決
渋谷区地域包括支援センター条例の一部を改正する条例 １　事業の追加　　２　利用対象者の範囲の拡大 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

渋谷区障害者福祉施設条例の一部を改正する条例 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律の改正に伴う引用条
項の整備 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

渋谷区乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例（制定） 乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準の設定 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決

渋谷区子ども発達相談センター条例の一部を改正する条例 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律の改正に伴う引用条
項の整備 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

きれいなまち渋谷をみんなでつくる条例の一部を改正する条例
１　定義規定の整備	
２　飲食料販売事業者に対する回収容器の設置及び管理の義務化	
３　罰則に係る規定の整備

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和７年度渋谷区一般会計補正予算（第４号）
補正金額	 355,413千円
繰越明許費の補正
債務負担行為の補正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和７年度渋谷区国民健康保険事業会計補正予算（第１号） 補正金額	 64,487千円 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

玉川上水旧水路緑道再整備工事（その７）請負契約
契約金額	 729,425,081円
契約の相手方　株式会社稲治造園工務所　東京支社
工期　契約の日から令和９年６月30日まで

○ × ○ ○ × ×
退 ○ × × 可決

渋谷区立河津さくらの里しぶやの指定管理者の指定について
１　管理を行わせる施設の名称　渋谷区立河津さくらの里しぶや　	
２　指定管理者となる団体の名称	
　　株式会社伊豆急コミュニティー・株式会社渋谷サービス公社共同事業体	
３　指定の期間　令和８年４月１日から令和10年３月31日まで　

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決

渋谷区スポーツ施設の指定管理者の指定について

１　管理を行わせる施設の名称　渋谷区猿楽トレーニングジム、代官山スポーツプ
ラザ及びひがし健康プラザアリーナ・多目的ルーム・プール

２　指定管理者となる団体の名称　ＰＬＡＹ！　ＳＰＯＲＴＳ　ＳＨＩＢＵＹＡパー
トナーズ（株式会社渋谷サービス公社、美津濃株式会社、ミズノスポーツサー
ビス株式会社、株式会社ハリマビステム）

３　指定の期間　令和８年４月１日から令和13年３月31日まで

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決

渋谷区ひがし健康プラザの指定管理者の指定について

１　管理を行わせる施設の名称　渋谷区ひがし健康プラザ（工作室・談話室・ふれ
あいトレーニング室）

２　指定管理者となる団体の名称　ＰＬＡＹ！　ＳＰＯＲＴＳ　ＳＨＩＢＵＹＡパー
トナーズ（株式会社渋谷サービス公社、美津濃株式会社、ミズノスポーツサー
ビス株式会社、株式会社ハリマビステム）

３　指定の期間　令和８年４月１日から令和13年３月31日まで

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決

渋谷区高齢者在宅サービスセンターの指定管理者の指定について
１　管理を行わせる施設の名称　渋谷区かんなみの杜・渋谷高齢者在宅サービスセンター
２　指定管理者となる団体の名称　社会福祉法人エンゼル福祉会
３　指定の期間　令和８年４月１日から令和13年３月31日まで

○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決

渋谷区特別養護老人ホームの指定管理者の指定について
１　管理を行わせる施設の名称　渋谷区かんなみの杜・渋谷	
２　指定管理者となる団体の名称　社会福祉法人エンゼル福祉会	
３　指定の期間　令和８年４月１日から令和13年３月31日まで

○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決

損害の賠償について 街路樹の倒木により与えた損害に関する和解及び損害賠償の額の決定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
渋谷区議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の
一部を改正する条例 １　議員報酬の額の改定等　　　２　旅費制度の見直しに伴う規定の整備 ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ × 可決

渋谷区行政委員会の委員、補充員及び非常勤の監査委員の報酬及び
費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 旅費制度の見直しに伴う規定の整備 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

渋谷区長等の給料等に関する条例の一部を改正する条例 １　区長等の給料の額の改定等　２　旅費制度の見直しに伴う規定の整備 ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ × 可決
渋谷区教育委員会教育長の給与、旅費及び勤務条件に関する条例の
一部を改正する条例 １　教育長の給料の額の改定等　２　旅費制度の見直しに伴う規定の整備 ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ × 可決

渋谷区の一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の
一部を改正する条例 特定任期付職員の給料表の改定等 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 職員の給料表の改定等 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 会計年度任用職員の期末手当等の支給月数の改定等 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
幼稚園教育職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 幼稚園教育職員の給料表の改定等 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
地域住民の医療を受ける権利を守るために医療機関の維持存続への支援を国に要請する意見書の提出を求める請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 採択
医療機関の維持存続への支援を国に要請する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 決定
オーバーツーリズム対策のための宿泊税の見直しと特別区への対策費支援を都に求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 決定
都市における民泊の課題解決と健全な運営のための対策を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 決定
HPV関連疾患の対策強化を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 決定

専決処分の報告について 損害賠償の額の決定に係る専決処分

結 果
○ 賛成
× 反対
退 退席

　渋谷区議会では、「虚礼等廃止に関する決議」
を行い、区議会議員の年賀状・寒中見舞いなど
の挨拶状は廃止しております。この紙面を借りて、
ご挨拶にかえさせていただきます。
　区民の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

議員の年賀状等は廃止しています

　渋谷区議会自由民主党・無所属議員団（７人）
ＴＥＬ03-3463-1034

◎斎　藤　竜　一 　星　野　　　愛
〇岡　　　美千瑠 　一　柳　直　宏
　松　本　　　翔 　丸　山　高　司
　岡　田　美　保　　　

　立憲・国民渋谷議員団（６人）	 ＴＥＬ03-3463-1042  

◎治　田　　　学 　佐々木　由　樹
〇増　田　洋　紀 　小　田　浩　美
　桑水流　弓紀子　　　　堀　切　稔　仁

　シブヤを笑顔にする会（6人）	 ＴＥＬ03-3463-1046

◎神　薗　麻智子 　橋　本　侑　樹
〇田　中　匠　身 　伊　藤　毅　志
　薬　丸　義　人 　岡　田　麻　理

　渋谷区議会公明党（５人）	 ＴＥＬ03-3463-1036   

◎近　藤　順　子 　吉　崎　いずみ
〇沢　島　英　隆 　久　永　　　薫
〇栗　谷　順　彦　　　

　日本共産党渋谷区議会議員団（３人）	 ＴＥＬ03-3463-1038

◎田　中　正　也 〇牛　尾　真　己
〇五十嵐　千代子 　

議会改革の会（３人）	 ＴＥＬ03-3463-1060

◎鈴　木　建　邦 〇矢　野　桂　太
〇須　田　　　賢

　無所属（議席番号順）
　矢ヶ崎　清　花 ＴＥＬ03-3463-1068

　太　田　真　也　　　 ＴＥＬ03-3463-4482

　久　世　恵　美　　　 ＴＥＬ03-3463-1076

会派等一覧　令和７年 12 月１日現在（◎幹事長／〇副幹事長） 議会情報公開・個人情報保護実施状況
情報公開関係（令和７年11月１日～11月30日）
　請求件数	 2件
　文書件数	 9件
　公開件数	 9件
　非公開件数（不存在）	 0件
個人情報保護関係（令和７年11月１日～11月30日）
　請求件数	 0件

きれいなまち渋谷をみんなでつくる条例の一部を改正す
る条例、令和７年度渋谷区一般会計補正予算（第４号）
などを可決

令和8年（2026年）1月8日　No. 315 し ぶ や 区 議 会 だ よ り 2本会議の経過・議案等の概要と結果



会派名略称：自民無所属＝渋谷区議会自由民主党・無所属議員団、立憲・国民＝立憲・国民渋谷議員団、シブヤ笑顔＝シブヤを笑顔にする会、
　　　　　　公明党＝渋谷区議会公明党、日本共産党＝日本共産党渋谷区議会議員団、議会改革＝議会改革の会
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で
改
正
案
上
程
予
定
。
⑤

分
煙
対
策
指
導
員
25
名
が
業
務
範

囲
を
拡
大
し
対
応
。
人
員
増
を
検

討
。
⑥
ポ
イ
捨
て
の
多
い
渋
谷
駅
、

原
宿
駅
、
恵
比
寿
駅
周
辺
。
⑦
商

店
街
等
が
主
体
と
な
っ
て
ご
み
箱

設
置
を
行
え
る
仕
組
み
づ
く
り
を

検
討
。
⑧
各
区
と
連
携
し
都
へ
強

く
求
め
て
い
く
。
⑨
令
和
８
年
第

１
回
定
例
会
に
上
程
準
備
中
。

区
民
生
活
と
産
業
観
光
に
つ
い
て

問　
①
デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
実
験

の
実
績
は
。
②
運
行
・
補
助
対
象

の
エ
リ
ア
拡
大
、
時
間
延
長
は
。

③
ハ
チ
ペ
イ
の
米
の
購
入
助
成
の

具
体
的
な
内
容
は
。
④
購
買
デ
ー

タ
を
商
店
街
振
興
に
役
立
て
て
は
。

区
長　
①
２
か
月
で
延
べ
約
４
８

０
０
人
が
利
用
。
②
利
用
者
の
要

望
等
踏
ま
え
エ
リ
ア
拡
大
、
運
行

時
間
検
討
。
③
最
大
で
50
％
の
ポ

イ
ン
ト
還
元
（
２
０
０
０
円
上
限

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
12
月
か
ら
実

施
、
１
月
に
第
２
弾
。
④
営
業
戦

略
に
活
用
で
き
る
デ
ー
タ
を
年
度

内
に
提
供
予
定
。

子
育
て
・
教
育
に
つ
い
て

問　
①
来
年
度
か
ら
本
格
実
施
す

る
５
歳
児
健
診
の
課
題
や
就
学
に

向
け
た
フ
ォ
ロ
ー
の
検
討
状
況
は
。

②
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
神
南
小
児

童
の
通
学
環
境
は
。

区
長　
①
園
医
方
式
と
個
別
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
行
う
方
向
。
医
師
会
の

協
力
を
得
な
が
ら
さ
ら
に
充
実
。

教
育
長　
②
全
児
童
対
象
の
ス
ク

ー
ル
バ
ス
の
運
行
計
画
を
策
定
中
。

ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て

問　
①
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
区
の

取
組
と
レ
ガ
シ
ー
は
。
②
織
田
フ

ィ
ー
ル
ド
で
陸
上
教
室
を
。
③
区

立
小
中
学
校
陸
上
記
録
会
は
国
立

競
技
場
で
開
催
を
。
④
シ
ブ
ヤ
部

活
動
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
全
校

展
開
と
文
化
部
も
対
象
に
。

区
長　
①
気
運
醸
成
と
聴
覚
障
が

い
理
解
を
重
視
し
た
取
組
を
実
施
。

デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
機
会
を
継
続
。

②
渋
谷
区
ス
ポ
ー
ツ
協
会
と
も
連

携
し
事
業
を
展
開
。
④
来
年
度
は

笹
塚
・
渋
谷
本
町
学
園
中
の
運
動

部
に
も
コ
ー
チ
を
配
置
。
吹
奏
楽

部
を
対
象
に
モ
デ
ル
事
業
を
展
開
。

教
育
長　
③
来
年
度
以
降
は
国
立

競
技
場
で
の
開
催
を
計
画
。

福
祉
に
つ
い
て

問　
①
エ
ア
コ
ン
助
成
制
度
の
詳

細
は
。
②
け
や
き
の
苑
・
西
原
の

大
規
模
改
修
に
向
け
た
移
転
は
。

③
改
修
後
の
運
営
と
今
後
の
展
開

は
。
④
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
の
生
活
困
窮
相
談
受
付
の
効
果

と
展
望
は
。
⑤
に
こ
っ
と
原
宿
と
、

は
ぁ
と
ぴ
あ
原
宿
、
り
ば
ぁ
さ
い

ど
原
宿
と
の
連
携
は
。
⑥
安
全
・

安
心
な
通
所
環
境
の
整
備
は
。

区
長　
①
低
所
得
世
帯
や
65
歳
以

上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
等
が
対

象
。
助
成
金
額
は
上
限
10
万
円
で

来
年
２
月
か
ら
申
請
受
付
を
開
始
。

②
来
年
１
月
開
始
10
月
頃
完
了
見

込
み
。
現
在
移
転
先
を
調
整
中
。

③
介
護
・
障
が
い
サ
ー
ビ
ス
を
一

体
的
に
提
供
。
社
会
福
祉
事
業
団

と
運
営
方
法
を
検
討
。
④
民
生
委

員
や
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
等
と
の
連
携
を
通
じ
課
題
や
必

要
な
支
援
を
き
め
細
か
く
把
握
。

⑤
合
同
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
な
ど
検

討
。
⑥
送
迎
に
タ
ク
シ
ー
を
利
用
。

福
祉
に
つ
い
て

問　
①
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
目
指
す
方
向
性
は
。
相
談
者
の

困
り
ご
と
を
明
確
化
し
、
支
援
を

支
え
る
「
つ
な
ぐ
シ
ー
ト
」
の
導

入
を
。
②
障
が
い
者
基
幹
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
体
制
の
強
化

を
。
③
利
用
者
の
高
齢
化
に
伴
い
、

障
が
い
者
施
設
を
高
齢
者
施
設
に

移
行
し
て
は
。
制
度
を
ま
た
い
で

支
援
調
整
を
行
え
る
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
区
独
自
に
配
置
し
て
は
。

区
長　
①
包
括
的
相
談
支
援
の
地

域
拠
点
を
目
指
す
。
シ
ー
ト
導
入

に
つ
い
て
検
討
。
②
見
直
し
含
め

機
能
強
化
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

③
移
行
を
協
議
す
る
場
の
準
備
を

し
て
い
る
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
必
要
性
含
め
、
方
策
を
検
討
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
①
ポ
イ
捨
て
の
な
い
ま
ち
を

ど
う
実
現
す
る
か
。
②
恵
比
寿
地

区
放
置
自
転
車
禁
止
区
域
の
拡
大

を
。
駒
沢
通
り
の
歩
道
に
駐
輪
場

の
実
証
実
験
を
。
③
放
置
自
転
車

対
策
は
民
間
事
業
者
と
連
携
を
。

エ
ッ
ジ
Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ
な
ど
活
用
し
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
交
通
デ
ー
タ
の

解
析
を
。
④
猿
楽
橋
架
け
替
え
工

事
期
間
と
予
算
公
表
の
予
定
は
。

模
型
と
説
明
パ
ネ
ル
を
巡
回
展
示

し
、
広
く
周
知
を
。
工
事
に
伴
う

歩
行
者
動
線
確
保
を
。
⑤
公
園
な

ど
花
壇
を
手
入
れ
し
て
い
る
地
域

団
体
に
運
営
経
費
の
助
成
を
。
⑥

町
会
の
支
援
に
は
、
ニ
ー
ズ
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
。

区
長　
①
ご
み
箱
を
設
置
し
や
す

い
仕
組
み
を
検
討
。
ポ
イ
捨
て
に

過
料
を
科
し
、
ご
み
の
な
い
ま
ち

を
目
指
す
。
②
要
望
や
周
辺
環
境

の
変
化
を
踏
ま
え
、
関
係
機
関
と

調
整
を
図
り
検
討
を
進
め
る
。
③

よ
り
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
対
策

を
研
究
。
実
証
実
験
を
ス
タ
ー
ト

し
、
設
置
方
法
な
ど
研
究
。
④
現

在
検
討
。
機
会
を
捉
え
様
々
な
方

法
で
情
報
発
信
に
努
め
る
。
安
全

な
迂
回
ル
ー
ト
の
確
保
を
検
討
。

⑤
助
成
は
考
え
て
い
な
い
が
備
品

を
配
布
対
象
に
す
る
よ
う
検
討
。

⑥
各
町
会
と
連
携
し
調
査
を
検
討
。

社
会
教
育
に
つ
い
て

問　
①
渋
谷
区
青
少
年
吹
奏
楽
団

50
周
年
の
節
目
。
先
を
見
据
え
た

体
制
強
化
を
。
②
幡
ヶ
谷
社
教
館

建
て
替
え
後
は
社
教
館
機
能
を
継

承
し
、
複
合
的
な
機
能
も
導
入
を
。

社
会
教
育
活
動
の
機
能
を
強
化
し

た
再
整
備
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定

を
。
③
渋
谷
ハ
チ
コ
ウ
大
学
は
受

講
生
か
ら
意
見
等
募
り
反
映
を
。

区
長　
①
運
営
や
組
織
を
考
え
る

「
渋
吹
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

立
ち
上
げ
る
予
定
。
②
複
合
的
な

機
能
を
整
備
す
る
こ
と
で
地
域
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
。
策
定
予

定
な
い
が
個
別
に
検
討
。
③
要
望

に
沿
っ
た
も
の
に
な
る
よ
う
工
夫
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問　
①
ネ
ウ
ボ
ラ
で
親
の
ケ
ア
デ

イ
を
定
期
的
に
実
施
す
る
な
ど
親

自
身
も
相
談
で
き
る
場
と
し
て
は
。

②
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
の
導
入

を
。
③
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
等

に
、
お
む
つ
の
自
動
パ
ッ
キ
ン
グ

廃
棄
ボ
ッ
ク
ス
機
設
置
を
。
④
保

育
園
空
き
教
室
を
活
用
し
、
児
童

発
達
支
援
事
業
所
を
併
設
し
て
は
。

区
長　
①
実
施
に
向
け
検
討
。
ネ

ウ
ボ
ラ
を
親
と
子
の
両
方
を
支
え

る
場
と
し
て
機
能
強
化
す
る
。
②

実
施
に
向
け
検
討
。
③
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
や
図
書
館
、
各
保
健

相
談
所
に
設
置
を
検
討
。
④
来
年

度
私
立
保
育
園
１
園
で
併
設
予
定
。

教
育
に
つ
い
て

問　
①
学
校
施
設
開
放
に
お
け
る

防
犯
対
策
の
強
化
を
。
夏
休
み
の

居
場
所
と
し
て
体
育
館
な
ど
の
開

放
を
。
②
鼓
笛
隊
や
部
活
動
で
使

用
の
楽
器
購
入
や
修
理
対
応
は
。

教
育
長　
①
利
用
ル
ー
ル
を
徹
底
。

警
備
員
増
員
等
は
現
場
負
担
を
考

慮
し
な
が
ら
検
討
。
各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
意
向
を
確
認
し
関
係
者
間
で
調

整
す
る
。
②
楽
器
の
新
規
購
入
は
、

小
学
校
６
年
に
１
回
、
中
学
校
４

年
に
１
回
。
修
繕
は
小
・
中
学
校

共
に
毎
年
予
算
を
配
当
し
対
応
。

デ
ー
タ
の
利
活
用
に
つ
い
て

問　
健
康
寿
命
延
伸
に
区
民
活
動

を
可
視
化
し
政
策
に
い
か
し
て
は
。

区
長　
準
備
を
行
っ
て
い
る
。
健

康
課
題
等
を
分
析
し
立
案
を
検
討
。

子
育
て
・
教
育
に
つ
い
て

問　
①
来
年
度
に
始
ま
る
５
歳
児

健
診
の
概
要
は
。
②
健
診
な
ど
相

談
に
安
心
し
て
臨
め
る
環
境
を
。

③
配
慮
が
必
要
な
子
を
含
め
、
す

べ
て
の
子
が
小
中
学
校
で
安
心
し

て
共
に
学
べ
る
環
境
づ
く
り
の
重

点
項
目
は
。
④
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
を
。

区
長　
①
園
医
と
個
別
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
の
健
診
を
準
備
中
。
ネ
ウ
ボ

ラ
中
心
に
支
援
を
更
に
充
実
。
②

健
診
制
度
趣
旨
の
丁
寧
な
周
知
や

ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
活
用
等
。

教
育
長　
③
一
緒
に
学
ぶ
交
流
空

間
づ
く
り
、
支
援
員
、
看
護
師
等

の
配
置
。
④
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

育
の
推
進
に
向
け
「
交
流
及
び
共

同
学
習
」
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
「
特

別
支
援
教
育
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を

策
定
し
教
員
研
修
で
活
用
。

施
設
整
備
と
運
営
に
つ
い
て

問　
①
幡
ヶ
谷
社
会
教
育
館
廃
止

の
利
用
者
へ
の
説
明
と
代
替
施
設

案
内
は
。
②
本
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
北
側
階
段
は
非
常
用
と

し
て
改
修
含
め
対
策
を
。
③
ふ
れ

あ
い
植
物
セ
ン
タ
ー
に
還
元
施
設

▷
渋
谷
駅
周
辺
の
ご
み
の
様
子

▷
困
り
ご
と
を
見
え
る
化
し
、
重
層
的
な

支
援
を
支
え
る
「
つ
な
ぐ
シ
ー
ト
」

一般
質
問（
代
表
）

区民の安全・安心について等
５点を伺う

自民無所属
松本　翔 議員

福祉、まちづくり、社会教育
等６点について伺う

シブヤ笑顔
岡田　麻理 議員

子育て・教育、施設整備と運
営等８点について伺う

立憲・国民
増田　洋紀 議員

）
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と
し
て
子
ど
も
の
居
場
所
開
放
を
。

区
長　
①
こ
れ
ま
で
閉
館
案
内
な

し
。
今
後
説
明
し
て
代
替
施
設
を

案
内
。
②
声
を
聞
き
な
が
ら
対
応
。

③
指
定
管
理
者
と
協
議
し
て
い
く
。

公
有
地
活
用
事
業
に
つ
い
て

問　
お
や
こ
基
地
シ
ブ
ヤ
の
根
抵

当
権
設
定
把
握
と
補
助
金
返
金
は
。

区
長　
平
成
30
年
国
へ
の
実
績
報

告
時
に
把
握
。
事
業
者
フ
ロ
ー
レ

ン
ス
・
本
区
と
も
抵
当
権
と
の
違

い
を
把
握
せ
ず
そ
の
ま
ま
の
状
態
。

事
業
者
に
設
定
契
約
解
除
を
指
示
。

補
助
金
対
応
は
国
や
都
と
協
議
中
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
公
園
通
り
西
地
区
第
一
種
市

街
地
再
開
発
事
業
で
育
成
用
途
（

公
共
貢
献
）
フ
ロ
ア
が
縮
小
。
当

初
提
案
に
戻
す
よ
う
交
渉
す
べ
き
。

区
長　
許
容
で
き
る
と
考
え
る
。

玉
川
上
水
旧
水
路
緑
道
再
整
備

問　
①
再
整
備
後
の
管
理
運
営
を

住
民
と
合
意
す
る
協
議
体
を
。
②

運
営
開
始
後
も
意
見
交
換
の
場
を
。

区
長　
①
②
設
置
の
考
え
は
な
い
。

環
境
と
衛
生
に
つ
い
て

問　
①
民
泊
制
度
は
、
住
居
専
用

地
域
や
住
居
地
域
で
は
家
主
同
居

型
の
み
認
め
る
よ
う
改
正
を
。
②

屋
敷
林
の
所
有
者
に
届
出
を
努
力

義
務
化
し
、
住
宅
地
の
み
ど
り
を

保
全
す
る
仕
組
み
の
創
設
を
。

区
長　
①
条
例
改
正
を
進
め
る
。

②
現
時
点
で
考
え
は
な
い
。

防
災
に
つ
い
て

問　
緊
急
時
連
携
対
応
に
各
所
管

と
区
内
関
係
機
関
の
協
議
の
場
を
。

区
長　
多
く
の
施
設
関
係
者
に
訓

練
参
加
を
呼
び
掛
け
意
見
を
伺
う
。

デ
ジ
タ
ル
政
策
に
つ
い
て

問　
①
ス
マ
ホ
非
所
有
者
向
け
ハ

チ
ペ
イ
カ
ー
ド
方
式
の
検
討
を
。

②
孤
立
・
自
殺
対
策
で
効
果
あ
る

デ
ジ
タ
ル
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
導
入
を
。

区
長　
①
経
費
と
店
舗
負
荷
が
課

題
。
②
有
効
な
方
法
を
研
究
す
る
。

ま
ち
づ
く
り
等
に
つ
い
て

問　
①
今
後
の
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
仮
想
立
体
空
間
の
Ｖ
Ｒ
動

画
を
作
成
し
、
周
知
や
意
見
集
約

に
活
用
を
。
②
玉
川
上
水
旧
水
路

緑
道
再
整
備
で
複
数
の
専
門
家
と

意
見
交
換
す
る
場
の
設
置
を
。
③

擁
壁
の
調
査
派
遣
、
強
化
・
補
修

工
事
の
助
成
制
度
創
設
を
。

区
長　
①
広
報
等
に
有
益
で
あ
る

と
認
識
。
猿
楽
橋
架
け
替
え
事
業

等
再
開
発
以
外
に
も
活
用
を
検
討
。

②
検
討
。
③
前
向
き
に
検
討
。

教
育
と
子
育
て
に
つ
い
て

問　
①
朝
の
見
守
り
事
業
の
具
体

的
な
調
査
結
果
や
運
営
主
体
は
。

②
15
周
年
を
迎
え
た
ハ
チ
ラ
ボ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
。

③
産
後
ケ
ア
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

マ
マ
と
子
ど
も
の
ケ
ア
ル
ー
ム
「

は
る
の
星
助
産
院
」
の
状
況
は
。

区
長　
③
現
在
は
週
２
回
程
度
の

運
営
だ
が
年
明
け
か
ら
本
格
運
営
。

教
育
長　
①
約
５
割
の
保
護
者
か

ら
利
用
希
望
あ
り
。
来
年
４
月
か

ら
全
小
学
校
で
平
日
・
土
曜
・
長

期
休
業
期
間
の
７
時
30
分
か
ら
体

育
館
な
ど
を
開
放
し
、
全
学
年
対

象
に
朝
の
見
守
り
事
業
の
実
施
を

準
備
中
。
平
日
と
土
曜
は
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
を
複
数
人

配
置
、
長
期
休
業
期
間
中
は
放
課

後
ク
ラ
ブ
運
営
事
業
者
が
対
応
予

定
。
②
常
設
展
示
は
他
の
科
学
館

の
先
進
事
例
等
の
研
究
を
進
め
、

段
階
的
に
改
善
や
更
新
を
検
討
。

ト
レ
ン
ド
を
特
別
展
で
取
り
上
げ
、

大
学
や
企
業
と
も
一
層
連
携
を
図

り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

福
祉
に
つ
い
て

問　
①
重
心
Ｇ
Ｈ
（
重
度
心
身
障

が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
設
置

を
。
②
介
護
職
員
、
障
が
い
福
祉

従
事
者
賃
金
の
区
独
自
上
乗
せ
を
。

区
長　
①
障
が
い
福
祉
推
進
計
画

に
取
組
や
目
標
を
位
置
づ
け
、
実

現
を
目
指
す
。
②
国
の
報
酬
改
定

を
待
た
ず
来
年
度
開
始
を
検
討
。

民
泊
に
つ
い
て

問　
①
条
例
改
正
を
含
め
た
今
後

の
取
組
は
。
②
届
出
期
間
を
延
ば

し
近
隣
周
知
を
徹
底
す
る
等
「
顔

の
見
え
る
民
泊
」
へ
の
転
換
を
。

区
長　
①
住
居
専
用
地
域
、
住
居

地
域
の
新
規
届
出
は
家
主
居
住
型

及
び
届
出
者
が
近
隣
在
住
等
の
み

認
め
る
条
例
改
正
を
準
備
。
②
条

例
改
正
に
合
わ
せ
、
届
出
期
間
延

長
、
説
明
会
開
催
等
も
条
例
・
規

則
で
対
応
で
き
る
よ
う
検
討
。

問　
業
務
効
率
化
を
は
か
る
テ
ッ

ク
タ
ッ
チ
の
庁
内
実
証
実
験
の
効

果
は
。
導
入
さ
れ
た
場
合
、
区
民

等
も
電
子
申
請
や
登
録
時
の
入
力

支
援
等
で
区
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
が

図
ら
れ
る
が
、
区
長
の
所
見
を
。

区
長　
入
力
ミ
ス
や
問
い
合
わ
せ

件
数
削
減
な
ど
の
効
果
が
期
待
で

き
る
。
区
民
向
け
サ
ー
ビ
ス
へ
の

展
開
も
検
討
し
て
い
く
。

区
民
活
動
と
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

問　
①
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
テ

ー
マ
に
区
主
催
の
ロ※

ゲ
イ
ニ
ン
グ

大
会
の
開
催
を
。
②
渋
谷
ハ
チ
コ

ウ
大
学
と
シ
ブ
カ
ツ
の
現
状
と
展

望
は
。

区
長　
①
地
域
の
新
し
い
気
付
き

や
、
仲
間
と
の
絆
な
ど
、
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
推
進
の
良
い
き
っ
か

け
づ
く
り
に
な
る
と
考
え
る
。
今

後
検
討
し
て
い
く
。
②
今
年
初
め

て
ハ
チ
コ
ウ
大
学
生
自
身
が
企
画

し
、
講
師
と
な
っ
て
街
歩
き
の
講

座
を
実
施
。
好
評
で
良
い
試
み
に

な
っ
た
。
シ
ブ
カ
ツ
で
の
活
動
が

区
民
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
向
上

に
つ
な
が
る
よ
う
新
し
い
講
座
や

セ
ミ
ナ
ー
を
引
き
続
き
実
施
し
て

い
く
。

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

問　
①
デ
ジ
タ
ル
を
進
め
る
の
で

あ
れ
ば
、
デ
ジ
タ
ル
支
援
は
セ
ッ

ト
。
ハ
チ
ペ
イ
を
始
め
た
い
と
思

っ
て
い
る
方
へ
「
区
役
所
７
階
で

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
」
と
区
ニ
ュ
ー

ス
等
で
周
知
を
。
②
今
後
の
区
民

へ
の
対
策
は
。

区
長　
①
来
月
実
施
の
お
米
購
入

に
か
か
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
区

の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
周
知
。
②
ハ

チ
ペ
イ
に
よ
る
お
米
購
入
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
デ
ジ

タ
ル
商
品
券
の
販
売
に
取
り
組
む
。

問　
日
本
の
同
性
婚
を
め
ぐ
る
潮

流
に
つ
い
て
区
長
の
考
え
は
。

区
長　
渋
谷
区
の
仕
事
で
は
な
く
、

そ
の
当
事
者
た
ち
が
今
度
の
第
２

の
ウ
ェ
ー
ブ
を
上
げ
て
い
く
段
階

と
考
え
る
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
発
案
し
最
初
に
取
り
組
ん
だ
者

と
し
て
も
、
そ
の
背
中
を
押
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。
自
分

達
が
先
頭
に
立
っ
て
頑
張
る
と
い

う
立
場
で
も
な
い
と
思
う
。
し
っ

か
り
と
支
え
て
応
援
で
き
た
ら
、

と
考
え
て
い
る
。

用
語
解
説
　
※
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
＝

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
発
祥
の
ス
ポ
ー

ツ
で
時
間
内
に
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
を
回
り
得
点
を
競
う
。

問　
①
な
ぜ
承
認
と
異
な
る
設
定

登
記
を
長
期
間
把
握
で
き
な
か
っ

た
の
か
。
②
お
や
こ
基
地
シ
ブ
ヤ

の
建
設
費
用
は
。
③
公
募
案
件
で

小
規
模
保
育
を
な
ぜ
認
め
た
の
か
。

④
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

辞
退
時
期
と
理
由
は
。
⑤
公
有
地

に
承
認
外
の
担
保
設
定
が
行
わ
れ

た
事
実
の
認
識
、
責
任
は
。

区
長　
①
事
業
者
、
所
管
課
も
抵

当
権
と
根
抵
当
権
の
違
い
を
把
握

し
て
い
な
か
っ
た
。
②
１
億
９
８

８
７
万
１
２
０
０
円
。
③
幅
広
い

事
業
者
に
門
戸
を
開
く
趣
旨
。
④

11
月
17
日
登
記
簿
に
誤
っ
た
処
理

が
あ
っ
た
と
事
業
中
止
の
申
出
が

あ
っ
た
。
⑤
問
題
点
は
事
務
手
続

き
を
進
め
る
中
で
見
落
と
し
が
あ

っ
た
こ
と
。
再
発
防
止
に
努
め
る
。

問　
①
ふ
れ
あ
い
植
物
セ
ン
タ
ー

の
区
支
出
額
は
。
②
指
定
管
理
と

委
託
を
指
定
管
理
に
一
本
化
す
べ

き
。
③
飲
食
・
物
販
の
赤
字
が
続

く
な
ら
見
直
し
を
。
④
農
園
ハ
ウ

ス
は
委
託
せ
ず
地
域
に
任
せ
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
を
。

区
長　
①
指
定
管
理
料
４
５
８
２

万
４
２
９
１
円
、
飲
食
物
提
供
及

び
物
品
販
売
業
務
委
託
料
６
５
８

４
万
８
５
８
６
円
支
出
。
②
利
用

者
へ
の
負
担
を
懸
念
し
、
委
託
事

業
と
し
た
。
③
委
託
業
務
の
範
囲

内
で
赤
字
と
認
識
し
て
い
な
い
た

め
見
直
す
考
え
は
な
い
。
④
農
園

ハ
ウ
ス
は
、
収
穫
体
験
等
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
つ
な
が
る
。

本会議は録画中継により視聴することができます。「渋谷区議会　議会中継」でウェブ検索して専用のサイトからご覧ください。

◁
ふ
れ
あ
い
植
物
セ
ン
タ
ー

▷
周
知
に
効
果
的
な
立
体
画
像
の

イ
メ
ー
ジ

◁
ス
マ
ホ
を
持
た
な
い
区
民
に
も
ポ

イ
ン
ト
還
元
で
き
る
ハ
チ
ペ
イ
の

仕
組
み
の
一
案

まちづくり、教育と子育て、
福祉等８点について伺う

公明党
栗谷　順彦 議員

認定ＮＰＯ法人フローレンス
の不正等２点について伺う

議会改革
須田　賢 議員

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ー
バ
ン
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ロ
ー
レ
ン
ス

の
不
正
に
つ
い
て

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
証
明
開
始

10
周
年
に
つ
い
て

庁
内
効
率
化
と
区
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
つ
い
て
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福
祉
・
教
育
優
先
の
区
政
に
つ
い
て

問　
①
自
治
体
の
営
利
企
業
化
、

区
民
の
負
担
増
大
、
福
祉
・
教
育

サ
ー
ビ
ス
切
捨
て
を
や
め
福
祉
優

先
の
区
政
に
。
②
幡
ヶ
谷
社
会
教

育
館
の
廃
止
条
例
は
撤
回
す
べ
き
。

区
長　
①
福
祉
増
進
を
念
頭
に
区

政
に
取
り
組
む
。
②
考
え
は
な
い
。

物
価
対
策
給
付
金
支
給
を

問　
①
区
で
臨
時
給
付
金
支
給
を
。

②
中
小
業
者
に
支
援
と
独
自
の
賃

上
げ
助
成
を
。
③
中
学
生
の
制
服

代
、
修
学
旅
行
や
移
動
教
室
費
等

の
無
償
化
を
。
④
給
付
制
奨
学
金

制
度
の
創
設
を
。
⑤
政
府
に
生
活

保
護
の
生
活
扶
助
基
準
を
元
に
戻

し
全
額
補
償
す
る
よ
う
求
め
よ
。

区
長　
①
③
④
⑤
そ
の
考
え
は
な

い
。
②
緊
急
中
小
企

業
支
援
資
金
実
施
と

国
や
都
の
取
組
を
案

内
。

問　
①
保
育
士
処
遇

改
善
と
配
置
基
準
引

上
げ
、
２
歳
児
以
上

の
面
積
拡
大
等
を
国

に
求
め
、
区
も
実
施

を
。
②
中
幡
・
笹
塚
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
は
継
続
を
。

区
長　
①
そ
の
考
え
は
な
い
。
②

検
討
し
て
い
る
。

区
民
不
在
の
ま
ち
づ
く
り
や
め
よ

問　
①
玉
川
上
水
旧
水
路
緑
道
工

事
は
撤
回
を
。
②
民
泊
の
規
制
強

化
に
条
例
改
正
を
。
③
ハ
チ
公
バ

ス
の
料
金
値
上
げ
を
や
め
、
シ
ル

バ
ー
パ
ス
が
使
え
る
よ
う
改
善
を
。

区
長　
①
考
え
は
な
い
。
②
条
例

改
正
す
る
。
③
ハ
チ
公
バ
ス
経
費

適
正
化
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

敬
老
金
復
活
と
特
養
増
設
に
つ
い
て

問　
①
削
減
さ
れ
た
敬
老
祝
い
金

の
復
活
を
。
②
国
の
介
護
報
酬
の

大
幅
引
き
上
げ
を
求
め
、
区
独
自

に
賃
上
げ
支
援
を
。
介
護
保
険
料

値
上
げ
は
や
め
よ
。
③
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
増
設
を
計
画
す
べ
き
。

区
長　
①
考
え
は
な
い
。
②
介
護

・
障
が
い
分
野
従
事
者
の
賃
金
は

区
独
自
支
援
検
討
。
介
護
保
険
料

基
準
額
を
低
く
抑
制
。
③
多
様
な

施
設
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
る
。

共
生
社
会
の
推
進
に
つ
い
て

問　
①
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の

実
現
を
。
②
女
性
幹
部
職
員
を
増

や
す
環
境
整
備
と
保
育
士
等
の
正

規
雇
用
を
。
③
公
共
施
設
の
女
性

ト
イ
レ
に
生
理
用
品
の
設
置
を
。

区
長　
①
国
政
の
場
で
議
論
さ
れ

る
べ
き
だ
が
国
会
で
適
切
な
結
論

が
導
か
れ
る
こ
と
を
期
待
。
②
女

性
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
仕
組
み
づ
く

り
を
加
速
。
人
材
確
保
に
努
め
る
。

③
持
続
可
能
な
仕
組
み
を
検
討
。

緑
道
に
つ
い
て

問　
①
テ
ラ
ゾ
材
は
強
度
の
担
保

な
い
。
改
善
す
る
考
え
は
。
②
な

ぜ
真
夏
に
強
剪
定
し
た
の
か
。
③

高
所
作
業
車
で
墜
落
制
止
器
具
を

装
着
し
な
い
の
は
違
反
行
為
で
は
。

区
長　
①
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
試
験
や
検

査
で
確
認
、
改
善
の
考
え
は
な
い
。

②
強
風
時
に
枝
折
れ
の
可
能
性
が

あ
る
枝
の
除
去
と
四
方
に
伸
び
た

樹
形
の
矯
正
が
目
的
。
③
高
さ
を

確
認
し
て
器
具
を
使
い
分
け
て
い

る
。
違
法
行
為
で
は
な
い
。

ご
み
問
題
に
つ
い
て

問　
海
外
で
は
「
ご
み
を
持
ち
帰

る
」
と
い
う
概
念
が
あ
ま
り
存
在

し
な
い
。
今
回
、
条
例
が
改
正
さ

れ
期
待
。
こ
れ
か
ら
の
綺
麗
な
街

渋
谷
に
対
す
る
見
解
と
展
望
は
。

区
長　
来
街
者
増
加
で
ご
み
も
増

加
。
条
例
改
正
と
「
買
っ
た
店
舗

の
ご
み
箱
に
捨
て
る
」
と
い
う
啓

発
活
動
で
ご
み
を
無
く
し
て
い
く
。

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
に
つ
い
て

問　
障
害
児
通
所
支
援
の
廃
止
は
、

合
意
書
第
13
条
「
本
合
意
に
違
反

し
、
又
は
本
合
意
を
継
続
し
難
い

背
信
行
為
」
に
該
当
。
区
は
、
当

該
土
地
上
の
建
物
収
去
、
ま
た
は

建
物
の
引
き
渡
し
を
求
め
る
べ
き
。

区
長　
代
々
木
四
丁
目
保
育
施
設

の
基
本
協
定
第
12
条
の
障
害
児
保

育
は
、
園
で
障
害
児
を
受
け
入
れ

る
こ
と
を
示
す
。
事
業
用
定
期
借

地
権
設
定
合
意
書
第
２
条
の
「
児

童
発
達
支
援
を
行
う
事
業
所
」
は
、

当
該
土
地
で
実
施
可
能
事
業
を
示

す
も
の
で
合
意
に
反
し
て
い
な
い
。

子
育
て
に
つ
い
て

問　
①
保
護
者
に
体
験
型
事
故
予

防
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
。
②
子
育

て
す
る
親
が
よ
く
訪
れ
る
施
設
に

実
物
大
の
体
験
型
事
故
予
防
教
育

設
備
を
。

区
長　
①
各
保
健
相
談
所
の
育
児

教
室
等
で
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

実
物
大
の
設
備
を
用
い
た
説
明
は

有
効
性
が
高
い
た
め
、
イ
ベ
ン
ト

で
の
活
用
を
検
討
。
②
設
備
の
常

設
に
つ
い
て
は
ス
ペ
ー
ス
の
課
題

が
あ
り
、
直
ち
に
整
備
す
る
こ
と

は
困
難
。
今
後
大
規
模
改
修
等
を

行
う
際
の
研
究
課
題
。

共
生
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

問　
①
地
域
の
協
働
団
体
が
行
う

犬
の
排
泄
物
管
理
と
適
正
飼
育
の

啓
発
を
目
的
と
し
た
オ
シ
ッ
コ
ポ

ー
ル
及
び
う
ん
ち
ポ
ス
ト
の
試
験

的
設
置
活
動
に
サ
ポ
ー
ト
を
。
②

獣
医
師
に
専
門
的
な
衛
生
管
理
指

導
を
提
供
し
て
も
ら
い
、
区
は
回

収
や
清
掃
に
必
要
な
資
材
の
提
供
、

公
有
地
の
活
用
、
広
報
な
ど
協
力

す
る
枠
組
み
を
。
③
区
に
ペ
ッ
ト

専
門
組
織
の
新
設
を
。

区
長　
①
ペ
ッ
ト
の
排
泄
物
の
苦

情
は
多
く
課
題
と
認
識
。
地
域
の

協
働
団
体
の
話
を
聞
く
機
会
を
考

え
る
。
②
今
後
の
研
究
課
題
。
③

現
時
点
で
考
え
は
な
い
が
、
将
来

的
な
体
制
の
在
り
方
を
研
究
す
る
。

国保料の引下げ、教育の充実
と施設整備、気候対策を問う

日本共産党
牛尾　真己 議員

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

問　
①
国
保
料
が
高
い
と
い
う
区

民
の
痛
み
の
受
け
止
め
は
。
②
都

が
示
し
た
来
年
度
6.6
％
の
引
上
げ

を
回
避
す
る
た
め
、
国
と
都
に
負

担
増
を
求
め
、
区
も
繰
り
入
れ
を

増
や
す
べ
き
。
③
均
等
割
の
廃
止

を
国
に
求
め
、
子
ど
も
は
ゼ
ロ
に
。

区
長　
①
負
担
感
増
は
理
解
。
②

③
区
長
会
で
国
・
都
へ
要
望
続
け

る
。
区
独
自
対
策
の
考
え
は
な
い
。

教
育
に
つ
い
て

問　
①
区
独
自
に
30
人
学
級
実
施

を
。
②
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

を
各
校
に
常
勤
配
置
、
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
常
勤
化

を
。
③
学
校
建
て
替
え
準
備
委
員

会
の
資
料
と
結
果
を
速
や
か
に
公

表
し
、
区
民
意
見
の
反
映
を
。
④

小
中
一
貫
校
は
白
紙
に
。
⑤
建
て

替
え
る
全
校
に
プ
ー
ル
設
置
を
。

区
長　
④
考
え
は
な
い
。
⑤
施
設

・
運
営
を
検
討
し
学
校
ご
と
判
断
。

教
育
長　
①
②
考
え
は
な
い
。
③

情
報
発
信
と
説
明
に
努
め
る
。

気
候
危
機
対
策
に
つ
い
て

問　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
宣
言
を
行
い
、

地
球
温
暖
化
防
止
条
例
の
制
定
を
。

区
長　
そ
の
考
え
は
な
い
。

教
育
政
策
や
教
育
支
援
に
つ
い
て

問　
①
教
育
資
金
の
融
資
あ
っ
せ

ん
制
度
創
設
を
。
②
若
者
の
就
学

・
就
職
期
支
援
を
。
③
ス
タ
デ
ィ

ク
ー
ポ
ン
の
対
象
拡
大
を
。
④
高

卒
認
定
試
験
の
支
援
を
。

区
長　
①
②
考
え
は
な
い
。
③
検

討
中
。
④
講
座
費
用
助
成
は
研
究
。

子
育
て
政
策
に
つ
い
て

問　
①
子
ど
も
が
ま
ち
を
つ
く
る

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
導
入
を
。
②
麻

し
ん
（
は
し
か
）
抗
体
検
査
、
予

防
接
種
費
用
助
成
を
。
③
妊
婦
Ｒ

Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
費
用
助
成

を
。
④
子
供
の
事
故
防
止
強
化
を
。

区
長　
①
研
究
。
②
流
行
状
況
注

視
し
必
要
性
を
研
究
。
③
導
入
に

向
け
準
備
。
④
イ
ベ
ン
ト
の
検
討
。

問　
①
高
齢
者
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
購
入
費
補
助
事
業
創
設
を
。
②

紙
お
む
つ
費
用
助
成
は
自
己
負
担

額
の
軽
減
と
対
象
品
目
の
拡
大
を
。

区
長　
①
検
討
開
始
。
②
品
目
は

必
要
で
あ
れ
ば
考
え
て
い
く
。

犯
罪
被
害
者
条
例
に
つ
い
て

問　
一
刻
も
早
く
条
例
制
定
を
。

区
長　
次
回
定
例
会
に
上
程
。

渋
谷
区
政
運
営
に
つ
い
て

問　
特
定
事
業
者
あ
り
き
と
の
疑

義
等
、
事
業
者
選
定
や
区
の
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
の
信
頼
性
が
揺
ら
い
で

い
る
。
区
は
全
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
案

件
を
総
点
検
し
、
透
明
性
・
競
争

性
・
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
問

題
点
を
洗
い
出
す
べ
き
。

区
長　
見
直
す
考
え
は
な
い
。

　

▷
7
億
２
９
４
２
万
円
で
再
整
備
す
る
初
台
緑
道

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
継
続
を

物価高騰対策・教育・医療・介護の負
担軽減と区民の声聞くまちづくりを

日本共産党
五十嵐  千代子 議員

一般
質
問（
個
人
）

緑道、ごみ問題、フローレン
スについて伺う

太田　真也 議員

子育て、共生社会の実現につ
いて伺う

矢ヶ崎　清花 議員

教育政策や教育支援、子育て
政策等５点について伺う

立憲・国民
桑水流  弓紀子 議員

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
方
な
ど
の

福
祉
政
策
に
つ
い
て

令和8年（2026年）1月8日　No. 315し ぶ や 区 議 会 だ よ り5 一般質問（代表・個人）



＊質問・答弁は要旨を掲載しています。
　実際の発言内容は、2月下旬発行予定の会議録でご覧いただけます。なお、会議録は区政資料コーナー及び区立図書館でご覧になれます。

ＨＰＶ関連疾患の対策強化を求める
意見書

都市における民泊の課題解決と健全な
運営のための対策を求める意見書

オーバーツーリズム対策のための宿泊税の見直しと
特別区への対策費支援を都に求める意見書

医療機関の維持存続への支援を国に要請する
意見書

　ＨＰＶ（ヒトパピローマウイルス）ワクチン
は、子宮頚がんだけでなく、肛門がん、中咽頭
がん、尖圭コンジローマなどの疾病予防におい
て効果があるとされ、既に80を超える国々で
男女を対象とした定期接種が実施されている。
　わが国では令和４年４月に積極的接種勧奨を
再開し、定期接種における高校１年生相当時点
での接種率は約50％であるが、接種率が最も
高い山形県と最も低い沖縄県の差が約45％と
大きく開いており、居住地によって健康の格差
が存在している。
　また、令和７年８月には肛門がんやその前駆
病変並びに尖圭コンジローマの予防を適応とし
て男性も女性と同じワクチンを使用できる環境
となったが、男性の定期接種制度が存在しない
現状は明確な男女差が存在しているといわざる
を得ない。
　また、ＨＰＶワクチンについては、副反応が
報告されるケースもあることから、リスク・ベ
ネフィットを丁寧に説明する等不安の解消に努
め、接種の判断はあくまで個人または各家庭に
委ねる等の配慮が必要である。
　その上で、男女間・自治体間の公平性と均衡
を図る観点から、国に対し以下を要望する。
１	国の施策として、関係者が一丸となりＨＰ
Ｖ関連疾患の根絶を目指すこと。

２	 男性へのＨＰＶワクチンの定期接種化につ
いて、早急に審議すること。実施する際に
は副反応等のリスクについても丁寧に説明
し、不安の解消に努めること。

３	 ＨＰＶワクチン接種の自治体間格差の解消
に向けて、自治体による啓発等の取組への
支援を行うこと。

４	 男女ともに当事者として疾病予防に取り組
む為、プレコンセプションケアを推進する
こと。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見
書を提出する。
令和７年12月10日

渋谷区議会議長名
衆議院議長／参議院議長
内閣総理大臣／厚生労働大臣

　東京都内では、都市部を中心に住宅宿泊事業
（以下「民泊」という）への需要が急速に拡大
しており、人口密集地において騒音、ごみの散
乱、不特定多数の出入りなどにより周辺住民の
生活環境との摩擦が顕著となっている。自治体
では上乗せ条例の制定や運用によって対応を図
っているが、その対応には限界があり、国にお
いて法制度そのものの見直しが必要な段階に来
ている。
　現行制度は届出制を前提としているため、問
題が生じた場合でも行政は事後的な指導にと
どまることが多く、十分な抑止力を発揮でき
ていない。また民泊の開業にあたり地域住民へ
の「説明」が義務付けられているものの、その
範囲は極めて限定的であり、住民の側から民泊
施設の所在、管理者、連絡先、対応に要する時
間など、基本的な情報すら十分に把握できない
状況にあり、住民からの不安と不信を生んでい
る。そもそも無届営業の実態把握や排除も徹底
されているとは言い難い。
　住民が安心して暮らせる住環境を守り、民泊
利用者と地域住民双方の安全を確保するため、
住宅宿泊事業法について、より明確で実効性の
ある制度へと見直すことを強く求めるものであ
る。

記
１	 地域住民の安心・安全な生活環境を守るた
め、民泊は許可制とし、無許可営業などの
違反者に対しては実効性のある罰則を定め
ること

２	 各自治体が、住民が苦情を迅速に届けられ
るよう民泊情報を広く公開し、事業者への
是正指導等を地域の実情に応じて実施でき
るよう、住宅宿泊事業法の改正にあたって
配慮すること

３	 民泊経営を行う際の地域住民や管理組合等
との合意形成を義務づけること

　以上、地方自治法第99条の規定により意見
書を提出する。
令和７年12月10日

　　　　渋谷区議会議長名
衆議院議長／参議院議長
内閣総理大臣／総務大臣
厚生労働大臣／国土交通大臣
国家公安委員会委員長

　日本政府観光局によれば令和６年度の訪日
外国人旅行者数は年間3,600万人を超えている。
その多くが旅程で本区を訪れる中、来街者によ
る迷惑路上飲酒、ごみのポイ捨て等、街の環境
悪化への対策は喫緊の課題である。また、交通
渋滞、住宅街の民泊施設における騒音等、区民
生活への混乱や負担が生じていることを考える
と、区民と来街者の双方が満足できるまちづく
りが重要である。
　現在、これらの対策費用については本区が一
般会計で予算措置しているが、年間数億円規模
でコスト負担を強いられている。今後も来街者
の増加に伴い当該コストが増加することで住民
の福祉向上が遅滞することがあってはならず、
受益と負担の関係から来街者にも一定の負担を
求めることは合理性があると言える。
　東京都においては、平成14年から宿泊税を
導入し、国際都市東京の魅力を高めるとともに、
観光の振興を図る施策に要する費用に充てるた
め、ホテルまたは旅館の宿泊者に一定の税負担
を求める法定外目的税として最大１泊200円の
課税徴収を行なっているが、令和５年度東京都
税制調査会において、税負担水準を引き上げる
ことが適当である等の報告がされている。また、
東京都知事も本年２月の都議会で本年中に見直
しの素案をまとめる方針を示し、11月には都
から素案が示され、現在パブリックコメントが
実施されているところである。
　よって、下記の通り宿泊税の見直しについて
東京都に要望する。

記
１	 見直しにあたっては、宿泊料の実勢価格を
勘案し課税対象宿泊料の下限額を引き上げ
ることを前提とし、宿泊料金に一定の税率
を課す「定率制」とすること

２	 施策の実施にあたっては、宿泊税の使途に
特別区が実施する観光・文化振興ならびに
環境美化推進施策への支援を含め、財源措
置を講じること

３	 宿泊事業者団体の意見を十分に聴取・検討
の上、施策を実施すること

４	 宿泊税率の改定にあたっては修学旅行等に
一定の配慮をすること

　以上、地方自治法第99条の規定により意見
書を提出する。
令和７年12月10日

渋谷区議会議長名
東京都知事あて

　今、医療機関の経営が困難に陥っている。日
本病院会の調査では、「病院の約７割が赤字」
という状況にあり、令和６年から過去最大の規
模で医療機関の倒産、廃業が進むなど深刻な事
態が起きている。
　医療機関では、主な収入源の診療報酬の改定
が２年に１度であることから、物価の高騰や人
件費の上昇等により、厳しい経営を強いられて
いる。それに加えて、医療従事者の人員不足、
建物の老朽化への対応なども経営への負荷とな
っている。特に物価の高い渋谷区においては深
刻な状況であると捉えている。
　このままでは、医療機関の経営がさらに悪化
し、地域住民の命と健康を守ることが困難にな
ると思われる。この危機を回避するために、医
療機関の維持存続のための支援が求められる。
　よって、国に対し、以下の項目について実施
することを強く求めるものである。

１	 地域住民の医療を受ける権利を保障するた
めに、医療機関が物価高騰、働く職員の処
遇の改善に適切に対応し、事業が継続でき
るように、診療報酬の引き上げ改定や国に
よる緊急的な財政支援を行うこと

　以上、地方自治法第99条の規定により意見
書を提出する。

令和７年12月10日

　渋谷区議会議長名
衆議院議長
参議院議長
内閣総理大臣
財務大臣
厚生労働大臣

届
出
・
申
請
に
つ
い
て

問　
①
区
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
婚
姻
届

や
出
生
届
導
入
を
。
②
原
付
の
ご

当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
―
ト
導
入
を
。

区
長　
①
ニ
ー
ズ
調
査
な
ど
検
討
。

②
引
き
続
き
検
討
課
題
と
す
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問　
①
寄
附
流
出
額
と
受
入
額
の

推
移
、
そ
の
受
け
止
め
は
。
②
市

町
村
と
特
産
品
Ｐ
Ｒ
す
る
協
定
を
。

区
長　
①
受
入
額
は
令
和
４
・
５

・
６
年
度
が
約
９
億
・
12
億
・
13

億
円
。
流
出
額
は
令
和
５
・
６
・

７
年
度
が
約
46
億
・
50
億
・
58
億

円
で
財
政
に
大
き
な
影
響
。
②
協

定
先
で
紹
介
す
る
方
法
を
検
討
。

日
中
一
時
支
援
に
つ
い
て

問　
①
に
こ
っ
と
原
宿
の
送
迎
に

タ
ク
シ
ー
活
用
の
経
緯
、
台
数
は
。

②
来
年
度
計
画
は
。
③
は
ぁ
と
ぴ

あ
原
宿
と
共
同
運
行
に
し
て
は
。

区
長　
①
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
な
い

た
め
。
平
日
２
台
、
土
曜
日
１
台
。

②
送
迎
方
法
検
討
。
③
今
後
検
討
。

児
童
福
祉
に
つ
い
て

問　
①
虐
待
対
応
の
方
針
提
示
を
。

②
ネ
ウ
ボ
ラ
に
子
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
機
能
を
。
③
人
材
育
成
を
。

区
長　
①
都
、
区
の
児
童
虐
待
防

止
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
。
②
機
能

付
与
に
向
け
準
備
。
③
専
門
研
修

受
講
。
都
へ
派
遣
増
を
調
整
。

問　
①
プ※

レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ

ア
の
体
制
構
築
を
。
②
区
の
取
組

は
。
③
生
命
の
安
全
教
育
は
専
門

家
と
連
携
を
。
④
区
立
中
学
校
の

産
婦
人
科
医
に
よ
る
性
教
育
は
。

区
長　
①
女
性
の
た
め
の
健
康
相

談
開
始
。
②
情
報
発
信
。
意
見
交

換
可
能
な
講
演
会
開
催
も
検
討
。

教
育
長　
③
人
権
教
育
等
の
専
門

家
と
の
連
携
を
推
進
。
④
希
望
校

で
実
施
。
拡
大
に
取
り
組
む
。

放
課
後
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

問　
①
会
議
は
子
ど
も
主
体
の
議

論
を
。
②
他
所
管
と
連
携
強
化
を
。

教
育
長　
①
事
例
共
有
や
討
議
等

で
充
実
。
②
多
分
野
研
修
の
充
実
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
つ
い
て

問　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
研
修
を
。

区
長　
教
育
委
員
会
と
連
携
す
る
。

区
政
課
題
に
つ
い
て

問　
①
紹
介
対
応
を
慎
重
に
す
べ

き
。
②
富
ヶ
谷
１
丁
目
計
画
な
ど
、

法
的
整
合
性
よ
り
実
質
的
な
正
義

の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
③

ハ
チ
ペ
イ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
食
料

品
全
体
に
拡
大
を
。
④
敬
老
金
の

見
直
し
を
。
⑤
民
泊
の
規
制
強
化

を
。
⑥
富
山
臨
海
学
園
の
検
討
は
。

⑦
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
（
15
～
39
歳
）
の

医
療
費
助
成
を
。
⑧
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
費
用
助
成
を
若
者
支
援
と
位

置
付
け
、
若
者
の
未
接
種
者
に
。

区
長　
①
こ
れ
ま
で
も
忖
度
な
く

公
平
・
公
正
に
対
応
。
事
業
者
選

定
も
適
正
に
進
め
て
き
た
。
②
法

的
妥
当
性
の
確
保
と
区
民
の
安
全

・
安
心
を
守
る
こ
と
の
両
立
を
図

る
姿
勢
が
重
要
。
区
民
の
期
待
に

応
え
る
区
政
を
進
め
る
。
③
引
き

続
き
研
究
。
④
必
要
に
応
じ
研
究
。

⑤
住
居
専
用
地
域
、
住
居
地
域
は

条
例
改
正
に
よ
り
良
好
な
生
活
環

境
を
保
全
。
⑥
売
却
の
考
え
は
な

い
が
老
朽
化
対
応
で
一
定
の
投
資

を
俎
上
に
載
せ
検
討
中
。
⑦
現
状

考
え
は
な
い
。
⑧
予
定
は
な
い
。

国
の
動
向
等
を
注
視
し
若
者
世
代

の
健
康
を
守
る
取
組
を
進
め
る
。

「
き
れ
い
な
ま
ち
渋
谷
を
み
ん
な

で
つ
く
る
条
例
」
に
つ
い
て

問　
①
業
態
別
ご
み
調
査
は
。
②

ご
み
箱
設
置
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

を
。
③
ご
み
箱
設
置
基
準
は
。

区
長　
①
コ
ン
ビ
ニ
62
・
７
％
、

カ
フ
ェ
12
％
。
②
考
え
は
な
い
。

③
店
舗
の
出
入
口
付
近
等
に
設
置
。

渋
谷
駅
周
辺
の
ネ
ズ
ミ
対
策

（
ふ
た
付
き
ご
み
箱
貸
与
事
業
）

問　
①
件
数
は
。
②
個
人
店
も
申

込
可
に
。
③
メ
ー
ル
で
周
知
を
。

区
長　
①
37
。
②
検
討
。
③
参
考
。

過
剰
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル

問　
CO₂
と
埋
立
ご
み
量
実
測
値
は
。

区
長　
実
地
で
の
測
定
困
難
。

未
成
年
が
参
加
で
き
る
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

関
連
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
」

問　
①
保
護
者
に
同
意
・
同
伴
を
。

②
中
学
生
の
安
全
確
保
の
観
点
か

ら
教
育
長
の
見
解
は
。

区
長　
①
今
の
方
針
で
支
援
継
続
。

教
育
長　
②
健
全
な
成
長
を
支
え

る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

若
年
層
の
健
康
に
つ
い
て

用
語
解
説
　
※
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ

ョ
ン
ケ
ア
＝
性
や
妊
娠
に
関
す
る

正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
、
健
康

管
理
を
行
う
よ
う
促
す
こ
と
。

あて

⎭
⎬
⎫

あて

⎭
⎬
⎫

あて

⎭
⎬
⎫

届出・申請、ふるさと納税、
日中一時支援について伺う

シブヤ笑顔
薬丸　義人 議員

児童福祉、若年層の健康等４
点について伺う

自民無所属
星野　愛 議員

疑われない区政・正義の実現を目指
す区政追求、若者支援など伺う

議会改革
鈴木　建邦 議員

「きれいなまち渋谷をみんなで
つくる条例」等４点を伺う

議会改革
矢野　桂太 議員

渋谷区議会ホームページ
の意見書一覧ページ
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▼
（
仮
称
）
都
営
幡
ヶ
谷
原
町
ア

パ
ー
ト
及
び
渋
谷
区
施
設
の
整
備

事
業
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し

た
。
東
京
都
と
の
調
整
を
進
め
、

区
施
設
の
部
分
で
あ
る
幡
ヶ
谷
二

丁
目
施
設
（
仮
称
）
基
本
計
画
（

素
案
）
を
公
表
の
上
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
や
地
域
意
見
交
換

会
を
実
施
し
、
令
和
８
年
３
月
に

基
本
計
画
の
完
成
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
基
本
計
画
（
素
案
）
に
つ

い
て
は
、
地
域
住
民
や
利
用
団
体

へ
の
早
期
の
周
知
と
意
見
聴
取
を

行
い
、
住
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら

進
め
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

▼
令
和
７
年
給
与
勧
告
等
の
状
況

に
つ
い
て
、
特
別
区
人
事
委
員
会

が
公
民
較
差
解
消
の
た
め
、
若
年

層
に
重
点
を
置
き
つ
つ
、
全
て
の

級
及
び
号
給
で
引
上
げ
改
定
の
勧

告
を
行
っ
た
と
の
報
告
を
受
け
ま

し
た
。
技
術
職
を
は
じ
め
人
材
が

不
足
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、

更
な
る
待
遇
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

▼
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
が
完
了
し

再
開
し
た
本
町
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
を
視
察
し
ま
し
た
。
１
階
は
、

有
人
に
よ
る
資
源
回
収
ス
ペ
ー
ス

で
、
ビ
ン
・
缶
・
本
な
ど
の
ほ
か

に
廃
油
や
ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど
の
回

収
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。
２
階
は

家
庭
の
不
用
品
を
委
託
販
売
す
る

こ
と
で
、
ご
み
の
削
減
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

▼
一
般
社
団
法
人
渋
谷
国
際
都
市

つ
い
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

▼
「
学
校
施
設
包
括
管
理
業
務
委

託
の
導
入
に
つ
い
て
」
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
学
校
施
設
の
管
理

業
務
の
委
託
に
あ
た
り
、
建
物
の

維
持
管
理
を
よ
り
計
画
的
か
つ
強

化
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

▼
朝
キ
ッ
ズ
（
朝
の
見
守
り
事
業

に
つ
い
て
、
区
立
全
小
学
校
で
朝

７
時
30
分
か
ら
の
児
童
受
け
入
れ

事
業
を
令
和
８
年
４
月
か
ら
実
施

す
る
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
児
童

の
安
全
面
に
配
慮
し
た
運
営
の
徹

底
を
要
望
し
ま
し
た
。

▼
シ
ブ
ヤ
部
活
動
改
革
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
地
域
ク
ラ
ブ
化
推
進
に
関

す
る
基
本
方
針
（
案
）
に
つ
い
て

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

▼
渋
谷
小
学
校
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー

ク
の
開
園
に
つ
い
て
報
告
を
受
け

ま
し
た
。
地
域
の
方
に
末
永
く
親

し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
適
切
な
管

理
を
実
施
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま

し
た
。

▼
福
祉
・
介
護
人
材
に
関
す
る
連

携
協
定
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま

し
た
。
介
護
事
業
所
等
の
業
務
を

ス
ポ
ッ
ト
的
に
担
う
人
材
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
行
う
こ
と
で
、
介
護
人

材
不
足
解
消
に
つ
な
が
る
仕
組
み

に
な
る
よ
う
、
効
果
検
証
と
成
果

の
報
告
を
要
望
し
ま
し
た
。

▼
渋
谷
区
自
立
支
援
協
議
会
の
開

催
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま

し
た
。
地
域
資
源
を
可
視
化
し
、

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
連
携

を
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
け
や
き
の
苑
・
西
原
高
齢
者
在

宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
一
部
廃

止
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

利
用
者
等
の
意
向
を
受
け
止
め
、

丁
寧
な
対
応
を
要
望
し
ま
し
た
。

▼
羽
田
空
港
を
視
察
し
ま
し
た
。

空
港
の
概
要
説
明
、
機
体
チ
ェ
ッ

ク
、
新
飛
行
経
路
運
用
状
況
等
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
都
心
上
空

を
低
空
飛
行
し
な
い
、
区
民
の
負

担
と
な
ら
な
い
飛
行
経
路
の
検
討

を
要
望
し
ま
し
た
。

▼
渋
谷
、
原
宿
、
代
々
木
の
三
警

察
署
並
び
に
各
交
通
安
全
協
会
の

関
係
者
と
区
内
の
交
通
問
題
に
係

る
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
秋

の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
区
内

で
発
生
し
た
人
身
事
故
数
が
昨
年

よ
り
減
少
し
て
い
る
旨
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
各
委
員
か
ら
は
、

新
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
や
自
転
車
等
の

安
全
対
策
、
路
上
駐
停
車
や
一
方

通
行
を
逆
走
す
る
車
の
取
締
り
強

化
等
に
関
す
る
意
見
・
要
望
な
ど

を
伝
え
ま
し
た
。

▼
㈱
電
通
ラ
イ
ブ
と
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
、
年
末
年
始
の
安
全
対
策
等
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

▼
障
が
い
者
の
自
立
と
社
会
参
加

支
援
を
目
指
す
株
式
会
社
ス
ワ
ン

が
運
営
す
る
ス
ワ
ン
銀
座
ベ
ー
カ

リ
ー
店
を
視
察
し
ま
し
た
。
個
性

を
い
か
し
た
仕
事
に
応
じ
た
給
料

を
支
給
し
経
済
的
自
立
を
支
援
し

ま
す
。
や
り
が
い
を
持
っ
て
持
続

的
に
働
け
る
よ
う
生
活
相
談
の
サ

ポ
ー
ト
も
行
っ
て
お
り
、
勤
続
二

十
年
以
上
の
方
も
い
ま
す
。
一
人

一
人
に
寄
り
添
い
支
援
す
る
姿
勢

に
多
く
の
学
び
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
常
設
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
セ
ン
タ

ー
・
プ
ラ
イ
ド
ハ
ウ
ス
東
京
レ
ガ

シ
ー
を
視
察
し
ま
し
た
。
あ
ら
ゆ

る
人
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場

所
の
提
供
を
中
心
に
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
理
解
を
進
め
る
情
報
発

信
や
相
談
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
孤
立
・
孤
独
に
寄

り
添
う
た
め
２
０
２
０
東
京
大
会

で
の
開
設
予
定
を
前
倒
し
し
た
等
、

代
表
の
熱
い
話
に
有
意
義
な
質
疑

応
答
と
な
り
ま
し
た
。

▼
11
月
18
日
、
産
・
官
・
学
・
福

連
携
モ
デ
ル
を
実
践
す
る
、
一
般

社
団
法
人
シ
ブ
ヤ
フ
ォ
ン
ト
（
東

急
プ
ラ
ザ
原
宿
「
ハ
ラ
カ
ド
」
）

を
視
察
し
ま
し
た
。
障
が
い
の
あ

る
方
の
表
現
を
学
生
と
協
働
で
デ

ザ
イ
ン
し
た
デ
ー
タ
は
こ
れ
ま
で

１
２
２
社
が
採
用
し
、
１
２
０
０

点
以
上
が
商
品
化
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
共
創
や
社
会
的
価
値
の
創
出
、

経
済
的
自
立
の
取
組
な
ど
に
つ
い

て
聴
取
し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

▼
12
月
４
日
、
地
域
部
活
動
の
ひ

と
つ
で
あ
る
ス
ト
リ
ー
ト
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、
活
動
場
所

の
代
々
木
公
園
Ｂ
Ｅ　
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ

Ｅ
内
「
Ｓｐ
ｏ
ｔ. 

Ｙ
ｏ
ｙ
ｏ
ｇ

ｉ　
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
」
を
視
察
し
、
一

般
社
団
法
人
渋
谷
未
来
デ
ザ
イ
ン

よ
り
活
動
状
況
を
聴
取
し
ま
し
た
。

部
活
動
を
地
域
で
受
け
入
れ
る
教

育
的
意
義
や
課
題
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。  

共
創
機
構
の
事
業
の
報
告
を
受
け

ま
し
た
。
産
官
学
民
が
連
携
し
、

区
民
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
シ

テ
ィ
プ
ラ
イ
ド
の
向
上
を
目
指
し
、

起
業
家
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
支
援
や
都

市
課
題
解
決
の
研
究
・
実
証
・
制

度
化
の
推
進
等
を
行
っ
て
い
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
国
や
都
、

他
区
と
連
携
し
、
区
民
の
意
見
を

反
映
さ
せ
、
区
民
福
祉
の
更
な
る

向
上
や
政
策
課
題
に
つ
な
が
る
事

業
と
な
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。 

▼
令
和
６
年
度
評
価
対
象
の
「
令

和
７
年
度
渋
谷
区
教
育
委
員
会
の

権
限
に
属
す
る
事
務
の
管
理
及
び

執
行
状
況
の
点
検
及
び
評
価
報
告

書
」
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、
渋

谷
区
の
教
育
の
特
徴
的
な
取
組
に

▼
11
月
26
日
、
第
４
回
渋
谷
区
議

会
定
例
会
が
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

当
委
員
会
で
は
、
事
前
に
区
長
の

出
席
を
求
め
、
提
出
予
定
議
案
と

し
て
、
き
れ
い
な
ま
ち
渋
谷
を
み

ん
な
で
つ
く
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
な
ど
条
例
８
件
、
エ

ア
コ
ン
購
入
費
助
成
事
業
等
に
係

る
一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
、
国

民
健
康
保
険
事
業
会
計
補
正
予
算

１
件
、
契
約
１
件
、
渋
谷
区
高
齢

者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
指
定
管
理
者
の
指
定
５
件
、
損

害
の
賠
償
１
件
、
専
決
処
分
の
報

告
１
件
、
ま
た
追
加
議
案
と
し
て

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
条
例
８

件
を
提
出
す
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

▼
当
委
員
会
で
は
、
こ
の
説
明
を

踏
ま
え
、
定
例
会
の
会
期
及
び
日

程
に
つ
い
て
協
議
し
、
会
期
を
12

月
10
日
ま
で
の
15
日
間
と
す
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。

▼
児
童
養
護
施
設
広
尾
フ
レ
ン
ズ

及
び
若
草
寮
と
民
間
児
童
養
護
施

設
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
懇
談

会
を
行
い
ま
し
た
。
児
童
に
寄
り

添
う
支
援
を
行
う
人
材
の
確
保
と

定
着
の
課
題
や
、
関
係
機
関
と
の

協
力
に
よ
る
支
援
の
在
り
方
な
ど

に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

▼
第
45
回
渋
谷
清
掃
工
場
運
営
協

議
会
の
開
催
結
果
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
ま
し
た
。
清
掃
工
場
北
側

の
緩
衝
緑
地
に
つ
い
て
、
隣
接
す

る
保
育
園
と
き
め
細
か
く
連
携
し

な
が
ら
、
散
水
な
ど
の
適
切
な
管

理
を
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

▼
女
性
更
生
施
設
け
や
き
荘
を
視

察
し
ま
し
た
。
け
や
き
荘
は
、
女

性
特
有
の
課
題
や
生
活
環
境
等
に

よ
り
困
窮
し
た
方
が
、
生
活
の
立

て
直
し
を
図
る
た
め
の
施
設
で
す
。

入
所
者
の
自
立
に
向
け
た
環
境
整

備
や
支
援
の
取
組
、
地
域
と
連
携

し
た
活
動
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

令
和
６
年
６
月
18
日
～
令
和
６
年
10
月
17
日

◁
本
町
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
視
察

▷
け
や
き
の
苑
・
西
原

▷
羽
田
空
港
視
察

常
任
委
員
会

委
員
会
の
活
動
状
況

委
員
会
の
活
動
状
況

しぶや区議会だよりは各戸配布のほか、区施設や区内の駅などにもあり、どなたでもご自由にお取りいただけます。

議
会
運
営
委
員
会

特
別
委
員
会

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会

都
市
環
境
委
員
会

都
市
環
境
委
員
会

文
教
委
員
会

文
教
委
員
会

区
民
福
祉
委
員
会

区
民
福
祉
委
員
会

自
治
権
確
立

自
治
権
確
立

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

多
様
性
社
会
推
進

多
様
性
社
会
推
進

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

官
民
連
携
事
業
調
査

官
民
連
携
事
業
調
査

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

交
通
・
公
有
地
問
題

交
通
・
公
有
地
問
題

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

令
和
7
年
10
月
17
日
～
令
和
7
年
12
月
10
日

）
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構成人数が
３人以上の会派 新春を迎えての各会派の抱負新春を迎えての各会派の抱負

しぶや区議会だよりは
各戸配布を行っています

発行日を３日過ぎても届かない場合など、区議会だよりの配布に関するお問合せは、
区ニュース各戸配布コールセンターへ　☎︎  0120-900-916　 （月）〜（土）　9：00〜18：00  ※祝・休日、1 月 1 〜 3 日を除く 

渋 谷 区 議 会 自 由 民 主 党 ・ 無 所 属 議 員 団

シ ブ ヤ を 笑 顔 に す る 会

日 本 共 産 党 渋 谷 区 議 会 議 員 団

立 憲 ・ 国 民 渋 谷 議 員 団

渋 谷 区 議 会 公 明 党

議 会 改 革 の 会

「安心して住み続けられるまち・渋谷」実現のため
本年も多様な区政の課題に全力で取り組みます

６馬力で邁進！
誰もが笑顔で暮らせる渋谷区を実現します

物価高騰からくらしと営業を守り、平和憲法を生かし、
福祉・教育・人権優先の区政実現に全力をあげます

議員の一番の仕事は区政のチェック！
会派一丸となって、区民生活の向上に邁進します

未来を見据え、区政の課題に全力で取り組み
区民福祉・区民サービスの向上へ邁進します

無会派３名による議会改革の新会派、着々と存在感を
高め意見の違いを乗り越え区民のために努力します！

新年あけましておめでとうございます。区民の皆様には日頃から温かい
御支援・御指導を賜り心より御礼申し上げます。
昨年は 3年連続で史上最も暑い夏となりました。我が会派では長期化

する猛暑による熱中症対策として緊急要望書を提出し、クーリングスポッ
トの設置期間延長や高齢者世帯等へのエアコン助成を実現しました。物価
高騰対策としてはデジタル地域通貨「ハチペイ」による米の購入助成等の
経済支援を進めています。また相乗りタクシー「ＧＯエコノミー」を区の
北西地域で開始し、区内移動の利便性向上を図りました。
インバウンド対策としては、渋谷駅周辺での路上飲みを通年で禁止し、

区内全域でごみのポイ捨てに過料を科すとともに繁華街の飲食料販売事業
者のごみ回収容器の設置を義務化し、街の美化を推進します。民泊は家
主居住型のみ認める等規制の厳格化を提言しております。教育では本年 4
月からは「小 1の壁」対策として区立全小学校で朝の預かりが始まり、5
歳児健診が本格実施され、就学前の必要な支援に繋げます。
渋谷区議会自由民主党・無所属議員団は、天馬空を行くように自由な発

想と行動で区民の皆様の声を区政に反映し、「安心して住み続けられるま
ち・渋谷」実現に向け、引き続き全力で取り組んでまいります。

あけましておめでとうございます。シブヤを笑顔にする会は、政党無所
属の議員６名で活動しております。昨年も区民の皆さまから温かいご支援
を賜り、心より感謝申し上げます。
昨年は、仮設校舎青山キャンパスや本町コミュニティセンターの開設、

二の平渋谷荘のリニューアルオープンが行われ、教育環境やコミュニティ
拠点の充実が図られました。日中一時支援事業の拡充、インクルーシブ公
園となる笹塚の九号通り公園の開設など、子どもたちの多様な居場所づく
りも進みました。客引き・スカウト行為の厳罰化、ポイ捨て禁止や公道カ
ート事業者への規制、防災キャラバンの全地区での実施など、安全安心の
まちづくりにも取り組みました。さらに、ベビーシッター利用支援事業や
デマンド交通の実証実験開始など、多くの提案が実を結んだ一年でした。
本年も、エアコン購入補助やハチペイキャンペーンによる家計支援と地

域経済の活性化、幡ヶ谷社会教育館の建て替え、仮設校舎西原キャンパス
の開校など、物価高騰や熱中症、施設老朽化対策など喫緊の課題への対応
が進みます。
シブヤを笑顔にする会は、課題解決に向けた政策提案を重ね、区民福祉

の向上に引き続き全力で取り組んでまいります。本年もよろしくお願いい
たします。

新年あけましておめでとうございます。
昨年は、低所得者と高齢者のエアコン設置費助成が今年２月から実現

し、介護、障がい者福祉従事者の賃金助成の展望を開くなど、区民の願い
と党区議団の提案が実現しました。
長谷部区政は物価高騰に苦しむ区民や中小業者に直接届く支援に背を

向け、国保料や後期高齢者医療保険料の大幅引き上げと、社教館の廃止や
学校統廃合による小中一貫校整備など、区民の負担増と福祉、教育の切り
捨てを進めています。
一方で、玉川上水旧水路緑道再整備に１２３億円の税金投入、公園通り

西地区や幡ヶ谷２丁目などの再開発に区民の財産を差し出し便宜を図る区
政を、住民無視で強行しています。
党区議団は、物価高騰に苦しむ区民と中小業者への助成や零細業者の賃

上げ支援、国保料の値上げ中止、少人数学級と義務教育の保護者負担ゼロ、
大学生等への給付制奨学金の創設、保育の質の向上、敬老祝い金復活や特
養ホーム増設、若者と子育て世帯への家賃補助の復活など、くらし、福祉、
教育、子育て優先、住民が主人公の区政に全力をあげます。
また、高市首相の「台湾発言」の撤回と大軍拡の中止、消費税減税と医

療費４兆円削減の中止を求めるなど、平和とくらしを守るために、みなさ
んとの共同をさらに広げます。

新年あけましておめでとうございます。日頃より、立憲・国民渋谷議員
団の活動に温かいご支援を賜り、ありがとうございます。
さて、昨年は、会派としてはじめて予算修正案を提出するなど政策提

案も行い、充実した一年であったと感じています。一方、区政においては、
この間問題となっている玉川上水旧水路緑道再整備事業をはじめ、さまざ
まな事業が費用対効果等、十分な説明がなされないまま進められています。
例えば、昨年１２月の議会では、初台緑道の園路舗装材のテラゾ材は

１平米１５万６千円と通常の舗装材の約４０倍、設置されるベンチも１基、
３２３万円と通常の約３０倍と、引き続き異常に高額な資材、設備が示さ
れています。
地方自治法第 2条第１４項には、地方公共団体は「最少の経費で最大

の効果を挙げるようにしなければならない」と記されており、区民の皆さ
まからお預かりした税金が、本当に必要なのか、それがどのように生活を
豊かにするのか、不透明なものに投じられるべきではありません。
今年も私たちは、渋谷区民の代表として、区の事業を厳しくチェックす

るとともに、新たな政策の提案にも力を入れ、皆さまの生活向上に全力で
取り組んで参ります。

新年明けましておめでとうございます。日頃より皆様のあたたかいご理
解とご協力を賜り、心より御礼申し上げます。
昨年も現場の声を区政につなぎ、物価高騰対策として、デジタル地域通

貨「ハチペイ」ポイント還元の継続、お米購入で５０％ポイント還元を実
施。引き続き経済負担軽減策に取り組み、デジタルデバイド解消事業と一
体的に推進します。そして防災対策は、わが会派の提案により、防災キャ
ラバンを全地区で開催。多世代の多くの区民が参加し防災意識の向上につ
ながりました。引き続き、区民の生命と生活を守る防災減災対策を着実に
進めて参ります。
これまで我が会派が重点課題として取り組んできた「重層的支援体制」

では、属性を問わない「なんでも相談窓口」へ向けて、本年 4月より、地
域包括支援センターに高齢者、障がい者に加え、生活に困窮されている方
の相談支援事業が開始。地域共生社会の実現に向け、全力でサポートして
参ります。教育・子育てでは、放課後クラブと区立保育園の利用保護者か
らのニーズを踏まえ、全小学校において 4月より「朝の見守り事業」の
実施が決定しています。
令和 8年も公明党は、更なる区民サービスの充実に努め、皆様の声を

区政に反映して参ります。

議会改革を目指す無会派３人で構成する会派です。政策的には異なる点
もありますがそれぞれの意見を尊重しています。
（鈴木）新年おめでとうございます。昨年は認定ＮＰＯ法人による不正
の発見やHＰＶ対策推進の意見書案の調整など、会派内で協力して取り
組むことにより成果が出せました。区政の課題は山積ですが、区民生活を
守り区民に信頼される渋谷区にしていくために一致して議会改革に当たっ
て参ります。今年もよろしくお願いします。
（須田）新年おめでとうございます。昨年は玉川上水旧水路緑道再整備、
民泊問題等、現在の区政における課題について取り組んでまいりました。
昨年末には区長と会長の関係が深い認定ＮＰＯ法人フローレンスの不正が
明らかになりました。現在の区政は住民よりも来街者を向いて進めている
ように見えます。こうした方向性を改めるよう本年も取り組みます。
（矢野）新年おめでとうございます。昨年は、オーバーツーリズムに伴
う深刻なごみ問題や、住居地域における民泊の課題に向き合ってまいりま
した。国のインバウンド政策そのものに疑問を抱いておりますが、区政と
して取り得る対策を今後も着実に進めてまいります。過度な性教育につい
ても是正を求め、子どもたちの健全な学びの環境を守ってまいります。

次回定例会のお知らせ
●令和８年第１回定例会は、２月 18日から
開かれる予定です。
主に、令和８年度各会計予算が審議されます。
本会議は、通常初日と２日目、３日目に一般質問、

最終日に議案の議決等が行われます。

■区議会事務局調査係
ＴＥＬ 03–3463–1096  ＦＡＸ 03–5458–4939
メールアドレス sec-kugikai-3@shibuya.tokyo

あけまして おめでとう ございます
今回は、第４回定例会の内容を中心に掲載しました。
今後も親しみやすい紙面づくりに努めてまいります。
本年もよろしくお願いいたします。
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